

























































































の研究では、合計 2.5 時間の自然会話データから「へえ」が 62 回確認され、そのう

























（initiation）」―「応答 （reply, response）」―「評価（evaluation）」（以下 IRE と略す）
若しくは「始発 （initiation）」―「反応（response）」―「フィードバック又は後続発
話（feedback, follow-up）」（以下 IRF と略す）といった秩序化が「円滑」と呼ばれる授






















にわたって 6 つの異なるクラスからそれぞれ 4 コマ（1 コマ 50 分）合計 24 コマ、時
間にすると 1200 分（20 時間）のデータを収集した。教師は日本語母語話者 5 名で、
教歴は男性 2 名が 3 年以下、女性 3 名が 15 年以上である。表１は、各クラスの基本
情報と非語彙的言語要素「へえ」の発生回数を表している。 









Japanese102 1年次 総合・初級 15 教師 A 男性 0 (2) 
Japanese102 1年次 総合・初級 19 教師 B 男性 2 (0) 
Japanese112 1年次 コミュニケーシ
ョン集中・初級 
15 教師 C 女性 28 (4) 
Japanese302 3年次 総合・中級 15 教師 C 女性 14 (3) 
Japanese302 3年次 総合・中級 16 教師 D 女性 0 (0) 
Japanese402 4年次 総合・上級 13 教師 E 女性 0 (0) 
 
4.2 発生回数 




教師 C 以外は、中級・上級コースで観察されず、初級でも非常に少なく 2 回に留ま








































となる先行型の配列は 2 件確認された。 













S  私はえっと(.)コンビニ(0.5)でえっと(..)買い物をすることが好き= 
T  =するほうが好きなんですか.= 
S  =はい.= 


















T  アニメーションを作るんですか. 
S1  あ=はい.[作るん,] 

























S  私はえっと(.)コンビニ(0.5)でえっと(..)買い物をすることが好き= 
T  =するほうが好きなんですか.= 
S  =はい.= 







T  じゃあシーピーケーで[:サ]ラダを食べた[んですね. 
S       [yeah]    [はい. 








T S さん,どこで食べるんですか. 
S uh うちで.= 










T  週末は何するんですか. 
S  uhm カンサート:へ行くん: 
 (..) 
T  です.= 
S  =です. 











T あの, S さんはどこに住んでるんですか? 
S ハワイカイに(.)住んで(.)います.  













T  アニメーションを作るんですか. 
S1  あ=はい.[作るん,] 




配列別に見ると、付加的ターン構成要素の種類とその件数は表 5 のとおりである。 
表 5 付加的ターン構成要素の種類と配置 
種類 要素先行型 要素後続型 
受取承認 14 2 
コメント 7 3 
受取承認とコメント(2) 1 0 
部分的繰り返しと受取承認・コメント(3)  2 0 
部分的繰り返し 5 1 
初耳標識 0 0 
コメント＋初耳標識 0 1 
理解確認 0 4 
詳細説明の要求 0 8 
話題転換 0 17 
受取承認＋話題転換 0 1 
その他 1 1 
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